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骨太の方針2022について

　6月7日に「経済財政運営と改革の基本方針2022新しい資本主義へ～課題解決を成長のエンジンに変

え、持続可能な経済を実現～」（骨太の方針2022）が閣議決定された。

● 我が国を取り巻く環境変化（新型コロナウイルス感染症、ロシアのウクライナ侵略、気候変動問題等）
や国内における構造的課題（輸入資源価格の高騰、人口減少・少子高齢化、潜在成長率の停滞、災害の頻

発化・激甚化等）など、内外の難局が同時かつ複合的に押し寄せている。

● 新しい資本主義に向けた重点分野として、人への投資と配分、科学技術・イノベーション、スタート
アップ、グリーントランスフォーメーション（GX）、デジタルトランスフォーメーション（DX）への投資。

● 経済安全保障の強化として、医薬品等を始めとする重要な物資について、供給途絶リスクを将来も見
据えて分析し、物資の特性に応じて、基金等の枠組みも含め、金融支援や助成などの必要な支援措置を

整備することで、政府として安定供給を早急に確保する。

● 医療費適正化計画の在り方の見直しや都道府県のガバナンスの強化など関連する医療保険制度等の
改革を進める。

● 経済安全保障や「医薬品産業ビジョン2021」等の観点も踏まえ、医薬品の品質・安定供給の確保ととも
に創薬力を強化し、様々な手段を講じて科学技術力の向上とイノベーションを実現する。医薬品産業

政策の取組を継続していく観点からKPIの重要性について言及しており、創薬力の強化等に向け、KPI

を設定し、取り組みを進める。

● OTC医薬品・OTC検査薬の拡大に向けた検討等によるセルフメディケーションの推進、ヘルスリテラ
シーの向上に取り組む。

● バイオシミラーについて、医療費適正化効果を踏まえた目標値を今年度中に設定し、着実に推進する。
　 今回は特に薬価やジェネリック医薬品に対しての記載はなかった。
　骨太の方針でも示されているように内外の難局が同時かつ複合的に押し寄せており、医薬品産業は経

済安全保障の観点からも大きな責務を負っているが、2020年末以降に複数の会員企業による品質や製

造管理に係る不適正な事案が発生し、現在も多くの品目で供給不安が生じている。

　ジェネリック医薬品の信頼回復に向けて、会員会社・業界が一丸となって「信頼回復に向けた取り組み」

を進め、コンプライアンス・ガバナンス・リスクマネジメントの強化、品質確保と安定供給の取り組みを継

続、しっかり情報開示をして医療の質の向上に貢献し続けなければならない。

【参考】

本文：https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2022/2022_basicpolicies_ja.pdf

概要：https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2022/summary_ja.pdf
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